
どんな力を身に付けるか
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学校教育目標 『自ら学び考え行動する子』

進のある子

（物事を変えようと

行動する力）

心のある子

（多様な人と

共創する力）

芯のある子

（困難な課題に
も立ち向かう

姿勢）

対話的
に学ぶ

◆子どもたちが生きていく時代を

踏まえた社会的な課題 何を学ぶか

主体的
に学ぶ

◆学びを深める教科横断的な学びの構築

(ＥＳＤカレンダーの充実）

生活科・総合的な学習の時間と各教科・道徳・特活とつながりを意識し、

テーマについて多面的に学習することで子どもたちの学びが深まる
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『 改善 (Act)は少しずつすぐに 』『発展に向けた評価(Check) 』

『 実行 (Do) は着実に 』
単 元 展 開 表

〇実践の後、改善した指導資料の蓄積〇授業展開のイメージを共有

ESD実践交流会



子どもの声

ＥＳＤの推進と学力状況の変化 （全国平均を100とした数値）

私が6年間で一番思い出に残っていることは、
仕事について調べたことです。社会がとても
広く感じたし、いい仕事に就けるように頑張り
たいなと思ったからです。また、いろいろな人
の発表を見るとたくさんの発表の方法が見つ
かったりして、そういう所が学校の良い所だ
なと思いました。私も発表を行い、もう完璧と
思って友達に見せると、自分で思いもしな
かった間違いに気付いたり逆にアドバイスし
たりして、いろんな人の意見が聞けて良かっ
たです。私はいつも文章を書くのが好きなの
ですが、まとまらずぐちゃぐちゃになって何が
言いたいか分からないことがありました。でも、
友達の文章の構成を見ていると、なるほどと
思う書き方があったことも覚えています。私
はこの6年でいろいろな人の考えを学び、応
用することができて良かったです。

私は八名川小学校で、自分の意
見を交換し合うことの大切さを学
びました。私は、周りと同じ事が好
きではなく、いつも自己主張ばか
りしていましたが、周りの友達の
考えを聞くようになりました。そし
て、人と自分の考えの違いや気持
ちを知ることができました。「人の
話を聞くこと」「自分の意見を相手
に冷静に伝えること」、この２つは
どちらも大切だと思います。



『子どもの学びを深めるカリキュラム
マネジメントと学習過程の確立』

成果

髙

『本教育の理念や指導法の円滑な継承』課題



しん のある子

ＥＳＤカレンダー・八名川まつり

ことをしない・

統合的な学びのある学校

だれをも人として尊重する学校
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平成29・30年度
東京都持続可能な社会づくりに向けた教育推進校

江東区立八名川小学校



しん のある子

ＥＳＤカレンダー・八名川まつり

ことをしない・

統合的な学びのある学校

だれをも人として尊重する学校

スクール・サスティ

を

環境
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多文化共生

進芯

心

平成29・30年度 東京都持続発展教育推進校
サスティナブルスクール



【研究仮説】

学習過程の各場面で「個→グループ→全体→個」といった学習形態で指導
を行い、特に「学びに火をつける」「調べ、まとめる」「伝え合う」の場面にお
いて、次のような手立てをとれば、一人一人の子どもに物事を変えようと行
動する力が育つであろう。

研究構想図

【学校経営方針】

・ESDの視点を踏まえ、全教科・領域で取り組む、教科
横断的なカリキュラム・マネジメントを基盤に、主体的・
対話的で深い学びを実現する。そのためにESDカレン
ダーを活用するとともに、「学びに火をつける」をキー
ワードに問題解決的・体験的で地域に根ざした学習活
動の充実を図る。

【学力調査による課題】

・分かったことや疑問に思ったことを条件に応じてまと

まった文章に書くこと

・互いの立場や意見を踏まえた上で、質問や意見を述

べること

・問題解決に必要な情報を選択し、根拠となる事実を関

連付けることで、解決の方法や判断の理由を説明する

こと

○関係法規

○東京都の教育目標

○江東区の教育目標

〇世界の課題 ○社会の要請

○学校、地域の実態

○保護者・地域の願い

○期待される児童像

【学びに火をつける場面】

「出会う→気付く→問題意識をもつ」といったス
テップを発達段階に応じてふませることで、学
ぶ価値のある問題を見出させる。

【調べ、まとめる場面】

自分たちの学びの軌跡が分かる資料(ポート
フォリオ等)を活用し、友達と交流させることで、
説得力のある結論を導き出させる。

【伝え合う場面】

子どもたちが発表したり、行動したりする場を
設定することで、自ら考えたことを進んで実行
させる。

主題に迫る手立て

副主題～こどもの学びを深める
カリキュラムマネジメントと

【学校教育目標】 ◎自ら学び、進んで行動する子 ○思いやりのある子 ○体をきたえ、命を大切にする子

研究主題

学習過程の確立～

進のある子

（物事を変えよと

行動する力）

心のある子

（多様な人と

共創する力）

芯のある子

（困難な課題
にも立ち向か
う姿勢）

【目指す児童像
（身につけさせたい力）】



教科横断的な学習カリキュラム

『プラン(P)はみんなで創るもの』

〇指導内容を誰の目にも明らかにする

〇計画的で継続的な指導を可能にする


